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十
文
字
学
園
女
子
大
学
ダ
ン

ス
部
も
「
彩
の
国
」
の
爽
や
か

さ
を
発
信
│
│
７
月
２
日
、
さ

い
た
ま
市
大
宮
区
の
ソ
ニ
ッ
ク

シ
テ
ィ
で
開
催
さ
れ
た
「
ふ
れ

あ
い
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
６
」

（
異
業
種
交
流
会
・
彩
来
会
〈
さ

い
く
る
か
い
〉
主
催
）
の
記
念

行
事
（
望
月
邦
彦
実
行
委
員
長
）

の
野
外
ス
テ
ー
ジ
は
、
全
国
か

ら
集
ま
っ
た
異
業
種
交
流
会
29

団
体
の
メ
ン
バ
ー
や
さ
い
た
ま

市
民
の
熱
い
視
線
を
浴
び
た
。

数
々
の
地
域
発
信
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
企
画
さ
れ
、
新
座
キ
ャ
ン
パ

ス
で
、
こ
の
日
の
た
め
に

練
習
を
重
ね
て
き
た
本
学

ダ
ン
ス
部
員
10
人
も
さ
い

た
ま
市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
に
一
役
買
っ
た
。

　

こ
の
日
の
イ
ベ
ン
ト

は
、
全
国
の
異
業
種
交
流
会
で

も
屈
指
の
規
模
（
71
社
加
盟
）

と
活
動
実
績
を
誇
る
彩
来
会
が

発
足
20
周
年
を
機
に
全
国
大
会

を
誘
致
し
、
新
幹
線
の
結
節
点

で
あ
る
大
宮
発
の
「
地
域
創

生
」
を
全
国
津
々
浦
々
に
ア
ピ

ー
ル
す
る
意
気
込
み
で
進
め
ら

れ
た
。
こ
の
日
、
ソ
ニ
ッ
ク
シ

テ
ィ
小
ホ
ー
ル
で
並
行
開
催
さ

れ
た
「
第
18
回
全
異
連
全
国
大

会
」
で
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
精

神
に
満
ち
た
挨
拶
を
し
た
清
水

勇
人
さ
い
た
ま
市
長
は
も
と
よ

り
、「
後
援
／
協
力
」
に
は
、
埼

玉
新
聞
社
・
テ
レ
ビ
埼
玉
・
Ｆ

Ｍ
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｋ
５
・
Ｊ
：
Ｃ
Ｏ
Ｍ

さ
い
た
ま
の
〝
彩
の
国
メ
デ
ィ

ア
御
四
家
〞
も
名
を
連
ね
、
地

元
誘
致
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
前
か

ら
盛
り
上
げ
て
き
た
。

　

野
外
ス
テ
ー
ジ
で
十
文
字
学

園
女
子
大
学
ダ
ン
ス
部
員
（
顧

問
・
飯
田
路
佳
教
授
）
が
披
露

し
た
の
は
、
学
生
た
ち
の
感
性

で
作
り
上
げ
た
「
ｈ
ｉ
ｐ 

ｈ

ｏ
ｐ
、
ｇ
ｉ
ｒ
ｌ
ｓ
、
ｊ
ａ
ｚ

り
を
連
想
し
ま
す
が
…
…

菊
池
社
長　

お
祭
り
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、
そ
れ
以
外
に
も
地

域
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
も
生

放
送
し
た
り
し
ま
す
。
私
た
ち

は
「
自
分
（
視
聴
者
）
が
映
っ

て
い
る
地
域
の
テ
レ
ビ
局
」
を

目
指
し
、
で
き
る
だ
け
多
く
の

住
民
の
方
に
テ
レ
ビ
に
映
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
を
心
掛
け
て
い

ま
す
。

│
│
例
え
ば
、
ど
の
よ
う
な
番

組
で
す
か
。

菊
池
社
長　
「
わ
く
わ
く
一
年

生
」
と
い
う
番
組
が
あ
り
ま

す
。
小
学
校
の
一
年
生
を
全
員

撮
影
し
、
24
分
番
組
の
中
で
将

来
の
夢
を
一
人
一
人
語
っ
て
も

ら
う
企
画
で
す
。
で
き
れ
ば
一

年
生
が
13
年
後
に
成
人
し
た
時

に
成
人
式
に
こ
の
映
像
を
流
せ

た
ら
い
い
な
と
│
│
。
も
し
13

年
後
も
ジ
ェ
イ
コ
ム
の
番
組
を

│
│
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
通
し

て
の
地
域
コ
ン
テ
ン
ツ
発
信
体

制
に
関
す
る
積
極
的
な
取
り
組

み
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。

菊
池
社
長　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
チ

ャ
ン
ネ
ル
に
は
二
つ
の
柱
（
超

ど
ロ
ー
カ
ル
の
ジ
ェ
イ
コ
ム
チ

ャ
ン
ネ
ル
と
、
札
幌
か
ら
熊
本

ま
で
各
地
域
情
報
を
全
国
発
信

す
る
Ｊ
テ
レ
）
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
中
で
、
ジ
ェ
イ
コ
ム
さ
い

た
ま
で
は
、
超
ど
ロ
ー
カ
ル
な

地
域
コ
ン
テ
ン
ツ
の
取
材
放
送

に
力
を
注
い
で
き
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
ま
す
ま
す
充
実
さ
せ
た

い
の
が
地
域
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

の
活
動
で
す
。

│
│
地
域
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と

は
？

菊
池
社
長　

各
地
域
に
は
例
え

ば
商
工
会
議
所
、
観
光
協
会
、

組
合
な
ど
様
々
な
組
織
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
よ
う
に
地
域
を
ま

と
め
て
い
る
組
織
か
ら
い
ろ
ん

な
ロ
ー
カ
ル
情
報
を
集
め
て
地

域
コ
ン
テ
ン
ツ
を
取
材
発
信
す

る
中
心
と
し
て
地
域
プ
ロ
デ
ュ

ー
サ
ー
を
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

│
│
「
超
ど
ロ
ー
カ
ル
」
と
聞

く
と
、
例
え
ば
、
地
域
の
お
祭

見
て
い
た
だ
い
て
い
た
ら
そ
の

映
像
を
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
し
て
、
御
自

宅
に
お
届
け
し
た
い
と
い
う
夢

が
あ
り
ま
す
。「
住
民
の
方
々

と
近
い
テ
レ
ビ
局
」
が
モ
ッ
ト

ー
で
す
。

│
│
Ｈ
Ｐ
で
「
埼
玉
自
転
車
王

国
」
シ
リ
ー
ズ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
放

送
開
始
！
を
ア
ピ
ー
ル
さ
れ
て

い
ま
す
。

菊
池
社
長　

埼
玉
県
は
自
転
車

の
保
有
台
数
が
全
国
一
位
を
誇

る
自
転
車
王
国
で
す
。
そ
の
自

　

今
年
３
月
27
日
、
埼

玉
県
内
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
局

と
し
て
は
６
番
目
と

な
る
「
エ
フ
エ
ム
こ

し
が
や
」（
周
波
数

86
・
8
Ｍ
Ｈ
ｚ
、
出
力

20
Ｗ
、
本
社
・
越
谷
市

登
戸
町
）
が
開
局
し

た
。
県
東
部
地
区
で
は

初
め
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
局

で
、
越
谷
市
を
は
じ
め
周
辺
市
町
の

住
民
に
は
待
望
の
開
局
だ
。

　

越
谷
市
は
都
内
に
も
近
く
住
宅

都
市
と
し
て
発
展
、
人
口
約
33
万
人

を
擁
す
る
埼
玉
県
東
部
地
域
を
代

表
す
る
都
市
だ
。「
わ
が
ま
ち
に
地

域
情
報
を
提
供
す
る
環
境
を
」
と
越

野
さ
ん
ら
市
民
が
活
動
を
始
め
た

の
は
２
０
０
９
年
末
。
多
く
の
市
民

の
力
を
結
集
し
て
、
12
年
３
月
に

「
株
式
会
社
エ
フ
エ
ム
こ
し
が
や
」

を
設
立
し
た
。

　

資
金
集
め
や
事
業
計
画
作
成
、
総

務
省
と
の
折
衝
な
ど
準
備
す
る
こ

と
４
年
。
市
民
の
思
い
が
結
実
し
、

今
年
３
月
の
開
局
に
こ
ぎ
つ
け
た
。

　

越
野
さ
ん
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ

Ｍ
に
こ
だ
わ
る
理
由
を
次
の
よ
う

に
話
す
。「
情
報
を
手
に
入
れ
る
手

段
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
お
年

寄
り
か
ら
子
供
、
障
害
者
の
方
、
パ

ソ
コ
ン
が
苦
手
な
方
が
簡
単
に
情

報
を
手
に
入
れ
る
に
は
、
ラ
ジ
オ
が

一
番
い
い
と
考
え
ま
し
た
」。
そ
し

て
「
災
害
時
は
電
池
さ
え
あ
れ
ば

情
報
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
」
と
市
民
目
線
、
災
害
弱

者
の
視
点
に
立
っ
て
の
考
え
を
強
調
し
た
。

　

た
だ
、
ス
タ
ッ
フ
は
手
弁
当
の
市
民
だ
け
。
経
営
的
に
も
厳

し
い
。
そ
れ
で
も
越
野
さ
ん
は
「
で
き
る
だ
け
皆
さ
ん
の
意
見

を
反
映
さ
せ
て
番
組
を
作
っ
て
い
き
た
い
。
必
ず
市
民
の
方
々

に
は
支
持
し
て
も
ら
え
る
と
思
い
ま
す
」
と
前
向
き
だ
。

　

越
野
さ
ん
は
「
開
局
ま
で
の
道
の
り
が
、
わ
が
Ｆ
Ｍ
局
の
宝
」

と
い
う
。
地
域
の
お
祭
り
で
の
チ
ラ
シ
配
布
や
、
口
コ
ミ
の
Ｐ

Ｒ
と
地
道
に
取
り
組
み
、
地
域
の
協
力
と
力
が
結
集
し
た
か
ら

こ
そ
と
い
う
思
い
が
あ
る
か
ら
だ
。
今
年
１
月
の
試
験
放
送
を

聞
き
な
が
ら
涙
が
あ
ふ
れ
、
い
ろ
ん
な
人
た
ち
の
顔
が
思
い
浮

か
ん
だ
と
い
う
。

　

そ
う
し
た
思
い
を
胸
に
越

野
さ
ん
は
「
エ
フ
エ
ム
こ
し

が
や
の
生
命
線
は
、
地
域
の

情
報
と
市
民
の
力
で
す
」
と

言
い
切
る
。「
地
元
情
報
を
ダ

イ
レ
ク
ト
に
流
し
た
い
。
多

く
の
人
に
聴
い
て
も
ら
え
る

よ
う
な
番
組
作
り
を
し
て
い

き
ま
す
」。柔
和
な
表
情
か
ら

固
い
決
意
を
読
み
取
る
こ
と

が
で
き
た
。（
難
波
真
希
、
吉
樂
郁

美
、佐
藤
栞
里
、リ
ュ
ウ
・
シ
キ
ョ
ウ
）

転
車
王
国
を
全
国
、
世
界
に
発

信
す
る
イ
ベ
ン
ト
が
「
ツ
ー

ル
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
さ
い
た
ま

ク
リ
テ
リ
ウ
ム
」
な
の
で
す
。

Ｆ
１
の
自
転
車
バ
ー
ジ
ョ
ン
の

レ
ー
ス
と
い
え
る
ク
リ
テ
リ
ウ

ム
は
今
秋
で
３
年
目
を
迎
え
ま

す
。
さ
い
た
ま
市
を
自
転
車
の

ま
ち
に
し
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し

て
地
域
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
い

う
清
水
市
長
の
思
い
に
共
感

し
、
レ
ー
ス
の
模
様
を
生
放
送

で
流
し
ま
す
。

ｚ
、
Ｒ
ｏ
ｃ
ｋ
」
の
各
ナ
ン
バ

ー
と
、
ダ
ン
ス
部
コ
ー
チ
に
よ

る
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
ミ
ッ
ク

ス
ナ
ン
バ
ー
だ
。
真
夏
の
汗
を

吹
き
飛
ば
し
女
性
の
表
現
力
を

生
か
し
た
ダ
ン
ス
に
は
、
曲
ご

と
に
会
場
か
ら
拍
手
が
送
ら

れ
、
矢
口
菜
々
部
長
（
人
間
生

活
学
部
福
祉
学
科
３
年
）
は
、

「
こ
れ
ま
で
積
み
重
ね
た
練
習

の
成
果
を
全
国
と
埼
玉
の
皆
さ

ん
に
見
て
も
ら
え
て
う
れ
し

い
」
と
語
り
、
今
秋
10
月
22
日

（
土
）、
23
日
（
日
）
新
座
キ
ャ

ン
パ
ス
で
開
か
れ
る
学
園
祭

（
桐
華
祭
）へ
の
来
訪
を
呼
び
か

け
た
。

　

フ
ィ
ナ
ー
レ
で
は
、
岡
本
英

之
本
部
長
特
別
補
佐
が
出
場
し

た
部
員
全
員
と
共
に
挨
拶
し
、

な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
前
監
督

佐
々
木
則
夫
氏
の
副
学
長
就
任

で
女
子
教
育
に
厚
み
を
増
す
本

学
の
取
り
組
み
も
伝
え
た
。

母
校

届け
し
麗

　
メ
デ
ィ
ア
大
国
ア
メ
リ
カ
で
、
大
学
か
ら
情

報
発
信
の
風
が
吹
い
て
い
る
。
知
の
拠
点
か
ら

の
様
々
な
発
信
が
マ
ス
コ
ミ
の
報
道
と
共
存

す
る
多
層
な
情
報
社
会
が
や
っ
て
き
て
い
る

の
だ
。
18
歳
選
挙
権
成
立
で
若
者
に
「
大
人
」

の
判
断
を
促
す
時
代
に
も
な
っ
た
。
と
な
れ

ば
、
高
校
3
年
と
大
学
4
年
の
区
切
り
を
取
り

払
い
、
私
た
ち
を
大
学
に
送
り
出
し
て
く
れ
た

心
の
故
郷
「
わ
が
高
校
」
の
発
信
ぶ
り
を
取
材

し
、
若
者
世
代
の
感
性
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
意
義

は
大
き
い
。
企
画
の
ね
ら
い
を
「
若
者
発
の
地

域
創
造
」
と
す
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

　

母
校
を
訪
ね
た
日
の
放
課
後
、
校
舎
４
階
の
音
楽
室
か
ら
透

き
通
っ
た
歌
声
が
聞
こ
え
て
き
た
。
音
楽
部
の
メ
ン
バ
ー
に
よ

る
練
習
だ
。
８
月
に
は
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
広
島
大
会

を
控
え
て
お
り
、
顧
問
の
戸
井
田
有
希
先
生
の
指
導
の
下
、
普

段
に
増
し
て
熱
が
こ
も
っ
た
練
習
に
取
り
組
ん
で
い
た
。

　

日
々
の
練
習
を
欠
か
さ
ず
、
個
々
の
ス
キ
ル
を
向
上
さ
せ
る

伝
統
が
脈
々
と
続
く
。
８
月
の
大
会
は
３
年
生
に
と
っ
て
最
後

の
晴
れ
舞
台
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
を
担
っ
て
い
く
１
、
２
年
生

が
３
年
生
に
悔
い
の
な
い
よ
う
歌
っ
て
も
ら
お
う
と
力
を
結
集

さ
せ
て
い
る
よ
う
に
も
感
じ
と
れ
た
。

　

部
員
は
１
年
生
11
名
、
２
年
生
16
名
、
３
年
生
18
名
の
計
45

名
。
45
名
の
大
所
帯
で
と
て
も
活
気
が
あ
り
、
か
つ
礼
儀
正
し

さ
も
伝
統
の
一
つ
。
女
子
高
の
せ
い
か
部
員
た
ち
は
和
気
あ
い

あ
い
だ
が
、
い
ざ
歌
い
始
め
る
と
雰
囲
気
が
ガ
ラ
リ
と
変
わ

り
、
曲
に
よ
っ
て
表
情
や
声
の
出
し
方
ま
で
違
っ
た
。
歌
っ
て

い
る
と
き
の
表
情
か
ら
は
歌
う
こ
と
が
大
好
き
と
い
う
こ
と
も

伝
わ
っ
て
く
る
。

　

音
楽
部
は
、
平
成
27
年
に
埼
玉
県
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
「
金

賞
」
や
関
東
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
「
銀
賞
」、
埼
玉
ア
ン
サ
ン
プ
ル

コ
ン
テ
ス
ト
「
銀
賞
」
と
い
っ
た
数
々
の
実
績
を
残
し
て
い
る
。

　

部
長
の
関
口
こ
と
み
さ
ん
（
３
年
）
に
三
年
間
の
思
い
出
を

問
う
と
や
は
り
部
活
動
が
一
番
と
の
答
え
が
返
っ
て
き
た
。

「
三
年
間
必
死
に
取
り
組
ん
だ
。
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
ね
」。
ま

た
、
副
部
長
と
し
て
関
口
さ
ん
と
と
も
に
部
員
を
引
っ
張
っ
て

き
た
木
暮
早
紀
さ
ん
も
「
総
仕
上
げ
と
し
て
広
島
で
は
精
一
杯

歌
い
た
い
」
と
話
し
て
く
れ
た
。

　

高
校
時
代
、
音
楽
部
の
輝
か
し
い
実
績
や
活
動
が
盛
ん
な
こ

と
は
聞
い
て
い
た
が
、
部
員
た
ち
の
姿
を
見
て
日
々
の
努
力
の

一
端
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
後
輩
た
ち
の
素
敵
な
歌
声
は
母

校
へ
の
誇
り
を
思
い
起
こ
さ
せ
て
く
れ
た
。（
亀
谷
）

　

久
し
ぶ
り
の
母
校
訪
問
。
懐
か
し
く
、
変
わ
ら
な
い

風
景
が
残
っ
て
い
た
。
お
世
話
に
な
っ
た
先
生
方
に
会

う
こ
と
が
で
き
、
楽
し
そ
う
に
部
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
る
後
輩
を
見
な
が
ら
久
喜
高
校
の
良
さ
を
再
確
認
で

き
た
よ
う
に
感
じ
た
。（
田
之
倉
）

久喜高等学校　校歌
作詞：西角井正慶　作曲：下総皖一

１．武蔵野の原ひんがしの

大地にそびえ輝やける

名に負ふ久喜の学び舎に

わかき吾らは集ふなり

ああうるはしき若き日を

２．川筋いくつ大利根の

遠き古代を残したる

沃土ひらけて久喜の里 

心ひろらに学ぶなり

ああ清らけき若き日を

３．広野をわたり吹く風に

希望のつぼみ花開き

新しき世の若人と

胸高らかに巣立つなり

ああなつかしき若き日を

埼
玉
県
立

久
喜
高
等
学
校

伝統引き継ぐ音楽部
後輩の姿に母校の誇り

（久喜市本町 3－12－1）

十
文
字
の
ダ
ン
ス
部
が
フ
ェ
ス
タ
で
発
信

大
宮
発
の「
地
方
創
生
」を
全
国
に
伝
え
る

彩の国メディア“御四家”も応援

彩
来
会
20
周
年

訪問先：音楽部 訪問者：（ ）久喜高ＯＧ・亀谷凪沙［人間発達心理学科３年］、
田之倉望［メディアコミュニケーション学科３年］

　
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
の
本
社
を
拠
点
に
同
市
は
じ
め

埼
玉
県
各
地
を
エ
リ
ア
に
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
運
営
す

る
ジ
ェ
イ
コ
ム
さ
い
た
ま
の
新
社
長
に
菊
池
孝
太
郎
氏

が
決
ま
っ
た
。
多
忙
な
時
間
を
割
い
て
私
た
ち
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
に
答
え
た
菊
池
社
長
は
、〝
超
ど
ロ
ー
カ
ル
路

線
〞
の
推
進
に
力
を
込
め
、
昨
年
、
設
置
さ
れ
た
地
域
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
を
軸
に
地
域
を
耕
し
、
地
域
コ
ン
テ
ン

ツ
を
よ
り
密
度
濃
く
番
組
に
反
映
さ
せ
る
方
針
を
強
調

し
た
。（
石
森
麻
紀
、
堀
越
奈
津
子
、
田
之
倉
望
）

地域プロデューサーを核に
地域を耕す

地域プロデューサーを核に
「ジェイコムさいたま」菊池孝太郎新社長が抱負

自転車王国の国際レース生放送

「
超
ど
ロ
ー
カ
ル
」で

「
住
民
の
方
々
と
近
い
テ
レ
ビ
」

埼玉県東部地域待望の開局
市民目線の地域情報にこだわる

エフエムこしがや 86.8MHz

息
の
合
っ
た
練
習

後
輩
た
ち
に
話
を
聞
い
た

昨年の「ツール・ド・フランスさいたまクリテリウム」

コミュニティチャンネルの今後の展開を語る菊池社長

Ⓒ Saitama city/Y.Sunada

「
開
局
は
市
民
の
力
」と
話
す
越
野
さ
ん

●●●●●●●●●●●●●

十文字学園女子大学ダンス部員のステージ。円内は挨拶する岡本英之同大学本部長特別補佐

望月邦彦実行委員長が挨拶（写真撮影：大武紘明）清水さいたま市長もおもてなし 室内会場の展示ブース

〈菊池孝太郎氏略歴〉1996年㈱ジュピターテレコムに入社し、㈱ジェイコムウエスト大阪セントラル局
長、㈱ジュピターテレコム関西本部営業統括部長兼㈱ジェイコムウエスト取締役等を歴任。㈱ジュピタ
ーテレコム営業推進部長、同お客様営業本部副本部長、同埼玉ブロック長を経て、株式会社ジェイコム
さいたま代表取締役社長。


